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2⾃⼰紹介
n名前︓藤原賢⼆
n⽣年︓ギリギリ昭和⽣まれ
n出⾝地︓⼤阪府の南の⽅
n経歴

n学歴︓⼤阪府⽴⾼専（本科→専攻科）→奈良先端科学技術⼤学院⼤学
n職歴︓
奈良先端科学技術⼤学院⼤学（ポスドク，半年）
豊⽥⾼専（助教，5年）
東京都市⼤学（講師，3年）

n趣味はほとんどインドアなもの
nゲーム，（趣味としての）プログラミング，読書，料理など



3藤原の研究について
n基本的な興味

nソフトウェア開発を効率良く⾏うにはどのようにすれば良いかを考えるのが
好き

nそもそも⾊々なことの効率化が好き
n研究分野︓ソフトウェア⼯学

n要求分析から受け⼊れテストまでソフトウェア開発のあらゆる⼯程を⼯学的
に⽀援する



4研究分野
nソフトウェア⼯学

n要求分析から受け⼊れテストまでソフトウェア開発のあらゆる⼯程を⼯学的
に⽀援する分野

nソフトウェア⼯学（本流）の研究
と並⾏してプログラミング教育の
研究もしています
n開発者（学⽣）の開発履歴分析
n（学⽣の）プログラム解析

SDGsオープンセミナー
https://webrage.jp/techblog/v_shaped_mode/から引⽤

ソフトウェア⼯学の範疇

https://webrage.jp/techblog/v_shaped_mode/


ソフトウェア⼯学に
関する研究



6ソフトウェア⼯学研究
nソフトウェア⼯学の中でもプログラム解析・リポジトリマイニング
を中⼼に研究
nソフトウェアの開発履歴を分析してより良いソフトウェア開発をするにはど
のようにすればよいかをデータマイニングに基づいて検討

バグを減らすには︖

綺麗なプログラム︖
汚いプログラム︖

みんなでプログラムを
開発するには︖

効率的なソフトウェア開発とは︖

プログラム解析
リファクタリング

プログラム
理解⽀援
バグ予測

パッチの⾃動⽣成開発履歴の
統計解析

アプローチ

プログラミングって難しい︕



7ソフトウェアリポジトリマイニング
メール履歴

議論の履歴

コードレビュー
の履歴

ソースコードの履歴

ソフトウェアテスト
の履歴

バグの履歴データマイニング︕

リファクタリング
の履歴



8⽣成AI技術のソフトウェア開発への活⽤
メール履歴

議論の履歴

コードレビュー
の履歴

ソースコードの履歴

ソフトウェアテスト
の履歴

バグの履歴

リファクタリング
の履歴

学習

・コードの⾃動⽣成
・レビュー箇所の推薦
・リファクタリングの推薦
・バグ箇所の特定

などなど

⽣成AI



9リファクタリング（1）
nソースコードの品質を保って開発をするのは難しい

n品質︓可読性，設計に対する変更の容易さ
n開発者はソースコードを深く理解した上で適切な変更を⾏う必要がある
n開発者は変更が容易な設計を保つ必要がある

nソフトウェアの設計を改善するための技術として，リファクタリン
グが注⽬されている．

リファクタリング開発

複雑な設計 理解し易い設計開発初期の設計



10リファクタリング（2）
nソフトウェアの外部的な振る舞いを変更することなく，内部的な構
造を改善すること[1].

nリファクタリングの例:
n変数名の変更，メソッド名の変更
nメソッドの引き上げ，メソッドの抽出・移動

[1] Fowler M.:Refactoring: improving the design of existing code., Addison Wesley, 1999.

リファクタリング開発
理解しにくい

変更しにくい

理解しやすい

変更しやすい

メソッドの引き上げ

Class A

Class B Class C

getName() getName()

Class A

Class B Class C

getName()



11リファクタリング推薦
n開発中のソースコードからリファクタリングすべき箇所を特定する
のは開発者にとって負担となる

n過去のリファクタリング履歴に基づき，
リファクタリングすべき箇所を特定する

n（単純な）機械学習を⽤いた⼿法について
は2014年時点で実施済み
n現在は深層学習を⽤いた
リファクタリング推薦⼿法の開発を
⾏っている



プログラミング教育に
関する研究



13ソフトウェア⼯学×プログラミング教育
nソフトウェア⼯学の知⾒を活かしたプログラミング教育に関する研
究も⾏っています

nどの辺が「ソフトウェア⼯学」を活かしているのか︖
n学習者の⾏動履歴を分析
n具体的なソースコードなどを解析

プログラミング演習などでの
プログラミング⾏動履歴の収集

プログラミング行
動収集システム

プロ
グラ
ミン

グ履
歴 • 行き詰まりの自動確認

• 学習支援など
教員

ラーニングアナリティクス



14プログラミング教育に関する研究

⼩・中学⽣を対象とした
ブロックプログラミングの教育⽀援
（画像はMicrosoft社の開発環境）

教員

学⽣

仕様

実装

⼤学⽣を対象とした
プログラミング教育⽀援

学⽣
チーム

教員・サポートスタッフ

学⽣
チーム

個
別
学
習

共
同
学
習



15
⼩・中学⽣を対象としたプログラミング教育⽀援

n⼤学⽣のプログラミング演習におけるプログラミングの履歴を収集
n履歴を分析することで学⽣の⾏き詰まりを特定する⼿法を提案
n評価結果から⾏き詰まりを特定できることを確認

⼩・中学⽣を対象とした
ブロックプログラミングの教育⽀援
（画像はMicrosoft社の開発環境）

適⽤範囲を⼩・中学⽣に拡⼤



16⽣成AIを活⽤したプログラミング教育⽀援
n⽣成AIを活⽤した作問⽀援
n⽣成AIを活⽤した仮想開発者を⽤いた共同開発の学習⽀援

教員

学⽣
対話

学習履歴収集

⽣成AIに基づくChatBot

参照

指⽰

⾃動作問

⼤規模⾔語モデルを活⽤した学⽣の個別学習⽀援

学⽣

Gitリポジトリ

仮想開発者

シナリオ1︓学⽣と協調した機能追加

・担当タスクの実装
・仮想開発者の開発と同期
・プルリクエストのレビュー

シナリオ2︓バグを含む
レビュー依頼

コミュニケーションツール
進捗通知


